
４
つ
の
計
画
（
案
）に
対
す
る
意

見
を
、
本
紙
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
で
募
集
し
ま
し
た
。
そ

こ
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
、
そ
れ

に
対
す
る
市
の
考
え
方
、
計
画

（
案
）の
変
更
点
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
公
表
し
ま
す
。

※
掲
載
し
た
内
容
は
、
趣
旨
を
損

な
わ
な
い
範
囲
で
要
約
し
ま
し

た
。
詳
細
は
、
各
担
当
課
、
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

第
３
次
安
城
市
障
害
者
福
祉

計
画（
案
）

●
提
出
数

件
１１

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見
１

精
神
に
障
害
の
あ
る

人
が
利
用
で
き
る
、
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
た
内
容

を
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い

●
市
の
考
え
方

精
神
に
障
害
の

あ
る
人
の
日
中
の
居
場
所
づ
く
り

は
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
引
き

続
き
地
域
自
立
支
援
協
議
会
で
研

究
し
て
い
き
ま
す

●
対
応

施
策
ナ
ン
バ
ー

に
４０

「
精
神
に
障
害
の
あ
る
人
が
利
用

で
き
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
含
め
た
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会
で

研
究
し
て
い
き
ま
す
」を
追
加
し

ま
す

●
意
見
２

市
独
自
の
専
任
ジ
ョ

ブ
コ
ー
チ
を
設
置
し
、
障
害
の
あ

る
人
の
就
労
支
援
が
で
き
る
体
制

を
整
備
し
て
ほ
し
い

●
市
の
考
え
方

本
市
で
は
、
就

労
相
談
員
を
配
置
し
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
各

種
就
労
相
談
や
職
場
開
拓
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
の

設
置
は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

ま
せ
ん

●
対
応

こ
の
意
見
で
の
計
画

（
案
）の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

●
意
見
３

障
害
の
あ
る
人
が
２４

時
間

日
安
心
し
て
利
用
で
き
る

３６５

相
談
窓
口
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

「
相
談
窓
口
が
少
な
い
」と
い
う
声

が
あ
る
が
、
相
談
支
援
事
業
所
を

新
設
す
る
考
え
は
な
い
の
か

●
市
の
考
え
方

夜
間
な
ど
に
お

け
る
緊
急
時
の
相
談
支
援
体
制
に

つ
い
て
は
、
他
市
で
も
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
地

域
自
立
支
援
協
議
会
で
研
究
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
市
で
は
、

相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
本
計
画

の
重
点
課
題
の
一
つ
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
相
談
窓
口
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す

●
対
応

施
策
ナ
ン
バ
ー

に
１４２

「
夜
間
な
ど
に
お
け
る
緊
急
時
の

相
談
支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
地

域
自
立
支
援
協
議
会
で
研
究
し
て

い
き
ま
す
」を
追
加
し
ま
す

安
城
市
環
境
基
本
計
画（
案
）

●
提
出
数

３
件

■
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方

●
意
見

環
境
部
で
所
管
す
る

「
人
」、「
金
」、「
物
」、「
情
報
」な
ど

に
よ
り
、
環
境
首
都
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
を
ま
と
め
た
も
の
な

の
か
、
あ
る
い
は
、
ほ
か
の
部
署

の
施
策
を
取
り
込
ん
だ
も
の
な
の

か
わ
か
ら
な
い
。
抽
象
的
な
表
現

が
見
ら
れ
、
環
境
首
都
を
実
現
す

る
た
め
の
施
策
の
主
体
が
わ
か
り

に
く
い
。
ま
た
、
ほ
か
の
部
署
の

分
野
別
基
本
計
画
と
の
整
合
性
が

図
ら
れ
て
い
る
の
か
、
わ
か
ら
な

い●
市
の
考
え
方
「
市
民
と
と
も

に
育
む
環
境
首
都
・
安
城
」を
実

は
ぐ
く

現
す
る
た
め
、
環
境
部
だ
け
で
な

く
、
ほ
か
の
部
署
で
の
環
境
に
関

連
す
る
施
策
も
整
理
し
た
も
の
で

す
。
環
境
に
関
わ
る
幅
広
い
分
野

を
網
羅
し
て
い
る
た
め
、
施
策
の

方
向
性
を
示
す
形
を
取
っ
て
い
ま

す
。
各
施
策
の
具
体
的
な
内
容
は
、

個
別
の
計
画
で
示
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
改
定
に
あ
た
り
、
ほ
か
の

部
署
の
計
画
な
ど
と
の
整
合
性
を

図
る
た
め
、
内
容
の
調
整
も
し
て
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い
ま
す

●
対
応
　
計
画（
案
）の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
基
本
計
画（
案
）

●
提
出
数
　
０
人

●
対
応
　
第
５
次
安
城
市
行
政
改

革
大
綱（
案
）と
の
整
合
性
を
図
る

た
め
、
計
画（
案
）の「
各
種
証
明

書
の
自
動
交
付
機
な
ど
の
導
入
検

討
」に
お
け
る
方
針
決
定
時
期
を
、

平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　
年
度
に

２６

２５

変
更
し
ま
す

安
城
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

（
中
間
見
直
し
）（
案
）

●
提
出
数
　
０
人

●
対
応
　
計
画（
案
）の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん

■問 
▼
障
害
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
５
）

７１

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

■問 
▼
情
報
シ
ス
テ
ム
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
７
）

７１
■問 
▼
市
体
育
館

（
緯〈
　
〉３
５
３
５
）

７５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
募
集
の
結
果
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●
応
募
　
４
月
　
日
捷
ま
で（
必

１８

着
）の
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

３０

時
　
分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
作

１５
品
を
持
参
か
郵
送
で
商
工
課（
〒

　
ー
８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６へ■
さ
く
ら
と
安
城
七
夕
親
善
大
使

を
写
す
会

●
と
き
　
４
月
３
日
掌
午
後
１
時

～
２
時
　
分
３０

●
と
こ
ろ
　
安
城
公
園

●
と
き
　
３
月
　
日
松
～
４
月
　

１９

１０

日
掌

●
と
こ
ろ
　
安
城
公
園（
桜
町
）、

城
山
公
園（
桜
井
町
）、日
の
出
公

園（
日
の
出
町
）

■
写
生
大
会

●
と
き
　
４
月
２
日
松
・
３
日
掌

午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ
　
安
城
公
園

●
対
象
　
市
内
在
住
で
、
来
年
度

小
学
１
～
６
年
生
に
な
る
子

●
賞
　
各
学
年
最
優
秀
賞
１
人
・

優
秀
賞
７
人（
賞
状
と
賞
品
）、参

加
賞
あ
り

●
持
ち
物
　
画
板
、
絵
の
具
、

ク
レ
ヨ
ン
な
ど

※
画
用
紙
は
会
場
で
配
布
。
前

日
ま
で
に
公
園
の
写
生
を
す

る
場
合
は
、
商
工
課
で
配
布
。

■
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

●
内
容
　
市
内
の
桜
を
撮
影
し

た
、
未
発
表
の
写
真

●
サ
イ
ズ
　
四
つ
切
ま
た
は
ワ

イ
ド
四
つ
切
で
、
合
成
加
工
作

品
は
不
可

●
賞
　
最
優
秀
賞
１
人
、
優
秀

賞
５
人
、
入
選
　
人
、
佳
作
　

１０

１５

人（
賞
状
と
賞
金
）

໷

࣌
ま
Ͱ
͸
໷
桜
΋
ָ
し
め
ま
͢

安
城
桜
ま
つ
り

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

　
平
成
　

年
国
勢
調
査
の
安

２２

城
市
人
口
予
想
ク
イ
ズ
に
、

　
人
か
ら
応
募
を
い
た
だ
き

６１３ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
正
解
者
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
正
解
に
近
い
人
か

ら
当
選
と
し
ま
す
。
当
選
結

果
は
、
賞
品
の
発
送
を
も
っ

て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

●
内
容
　

正
解
糸
　
万
８
７

１７

３
８
人
　

１
等
当
選
者
糸
大

橋
 誠
 さ
ん（
尾
崎
町
）

ま
こ
と

※
平
成
　
年
に
比
べ
、
８
４

１７

８
８
人
・
５
７
２
５
世
帯

増
加
し
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
経
営
管
理

課（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

　
高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
人
権
を

侵
害
し
、
心
や
身
体
に
深
い
傷
を

負
わ
せ
ま
す
。
高
齢
者
を
虐
待
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
高
齢
者
虐
待
の
種
類

●
身
体
的
虐
待
　
殴
る
・
け
る
な

ど
の
暴
行
を
与
え
る
な
ど

●
心
理
的
虐
待
　
侮
辱
・
脅
迫
な

ど
の
言
葉
に
よ
る
暴
力
や
、
無
視

す
る
な
ど
の
行
為
を
す
る
な
ど

●
経
済
的
虐
待
　
無
断
で
高
齢
者

名
義
の
不
動
産
や
預
貯
金
・
年
金

を
処
分
す
る
な
ど

●
性
的
虐
待
　
性
的
な
暴
力
・
い

た
ず
ら
を
す
る
な
ど

●
ネ
グ
レ
ク
ト
　
健
康
維
持
や
生

活
へ
の
援
助
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど

■
サ
イ
ン
を
見
過
ご
さ
な
い
で

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
や
、

介
護
に
疲
れ
た
家
族
の
サ
イ
ン
に

気
づ
き
、
見
過
ご
さ
な
い
こ
と
が
、

虐
待
を
防
ぐ
第
一
歩
で
す
。

●
高
齢
者
の
サ
イ
ン

暫
な
か
な
か
家
に
帰
り
た
が
ら
な
い

暫
汚
れ
た
ま
ま
の
服
を
着
て
い
る

暫
家
族
の
話
題
を
避
け
る
よ
う
に

な
っ
た

暫
落
ち
着
き
が
な
く
、
お
ど
お
ど

し
て
い
る

●
家
族
の
サ
イ
ン

暫
介
護
に
疲
れ
て
い
る
様
子

暫
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

暫
高
齢
者
に
対
し
て
無
関
心
さ
が

み
ら
れ
る

■
わ
た
し
た
ち
が
で
き
る
こ
と

●
声
を
か
け
合
う
　
日
ご
ろ
か
ら

地
域
で
声
を
か
け
、
い
つ
で
も
仲

間
が
い
る
と
い
う
サ
イ
ン
を
送
り

ま
し
ょ
う

●
暮
ら
し
の
不
安
を
語
り
合
う
た

め
に
　「
世
話
に
な
っ
て
い
る
か

ら
」「
世
間
体
が
あ
る
か
ら
」な
ど

の
理
由
で
、
ひ
と
り
で
抱
え
込
ん

で
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
気
持
ち
を
人
に
伝
え

ら
れ
る
場
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

で
す

●
相
談
窓
口
　
社
会
福
祉
課
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉
７７

２
９
４
５
）、中
部
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉０
０
７
７
）、

７１

市
内
各
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、

市
保
健
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉１
１

７６

３
３
）、各
地
区
の
民
生
委
員

■問 
▼
社
会
福
祉
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
３
）

７１

高
齢
者
を
虐
待
か
ら
守
る

大大橋さん（左大橋さん（左））
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●
内
容
　
持
続
可
能
で
安
定
的
な

行
政
経
営
の
た
め
に
、
人
と
予
算

の
効
率
性
を
高
め
て
、
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

た
め
の
計
画
。
具
体
的
な
取
り
組

み
項
目
を
定
め
て
、
平
成
　
年
度

２３

か
ら
５
年
間
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
掲
げ
て
い
ま
す

■
計
画（
案
）を
閲
覧
す
る
に
は

●
と
き
　
３
月
　
日
昇
～
４
月
　

２２

２１

日
昭
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

１５

●
と
こ
ろ
　
経
営
管
理
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

各
地
区
公
民
館

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
。

■
意
見
を
提
出
す
る
に
は

　
３
月
　

日
昇
～
４
月
　

日
昭
午

２２

２１

前
８
時
　

分
～
午
後
５
時
　

分

３０

１５

（
松
掌
を
除
く
）
に
住
所
・
氏
名

（
法
人
の
場
合
は
、
所
在
地
・
名

称
・
代
表
者
氏
名
）
を
記
入
し
、

持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
経
営
管
理
課
（
〒
　－

８

４４６

５
０
１
住
所
記
載
不
要
／
胃
〈
　
〉
７６

１
１
１
２
／k

e
ie
i@

city
.a
n
jo
.a
i

ch
i.jp

）へ

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
右
「
意
見
・
相
談
・
お

問
い
合
わ
せ
」の
「
意
見
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）」
ペ
ー
ジ
か

ら
も
提
出
で
き
ま
す
。
電
話
で

の
提
出
は
不
可
。

■問 
▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

ୈ
�
࣍
安
城
市
ߦ
੓
վ
ֵ
େ
ớߝ
Ҋ
Ờ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
よ
る
意
見
を
募
集

日
晶
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分
に
、
提
出
書
類
を
持
っ
て
財

１５政
課
へ

※
同
課
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
配
布
す
る
購
入
応
募
要
領
に

従
い
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
安
城
市
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
三
河
安

城
駅
周
辺
地
域
に
対
し
、
最
も

貢
献
度
が
高
い
人
に
売
却
し
ま

す
。

●
売
却
物
件
　
土
地
の
表
示
糸

三
河
安
城
東
町
１
丁
目
６
番
１
、

同
６
番
２
、
同
６
番
　
　

総
面

３０

積
糸
１
１
８
６
・
　
㎡
　

売
却

８７

価
格
糸
１
億
８
２
５
４
万
１
０

０
０
円
以
上
　

用
途
地
域
糸
工

業
地
域
　

建
ぺ
い
率
糸
　
％
　

６０

容
積
率
糸
　
％
２００

※
売
却
価
格
は
最
低
価
格
で
す
。

●
主
な
売
却
条
件
　
①
契
約
の

日
か
ら
２
年
以
内
に
建
設
工
事

に
着
手
す
る
こ
と
　
②
契
約
の

日
か
ら
５
年
間
、
所
有
権
を
移

転
し
な
い
こ
と
　
③
風
俗
営
業

法
第
２
条
の
各
号
の
用
途
以
外

で
あ
る
こ
と

●
申
し
込
み
で
き
な
い
人
　
土

地
を
営
利
目
的
で
売
買
に
使
う
人
、

未
成
年
者
、
成
年
被
後
見
人
・
被

保
佐
人
、
税
金
の
滞
納
者
な
ど

●
選
考
方
法
　
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
と

書
類
に
よ
る
審
査

●
提
出
書
類
　
建
築
物
概
要
書
、

概
要
図
面
、
資
金
計
画
書
、
土
地

利
用
計
画
書
な
ど

●
申
し
込
み
　
５
月
　
日
昌
～
　

１１

１３

■問 
▼
財
政
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
０
）

７１

Ｊ
Ｒ
三
河
安
城
駅
周
辺
の
市
有
地

を
売
却

　
週
１
・
２
回
程
度
実
践
糸
５
年

以
上
継
続
　

月
１
・
２
回
程
度

実
践
糸
　
年
以
上
継
続
　

年
１

１０

～
６
回
程
度
実
践
糸
　
年
以
上

１５

継
続
　

人
命
救
助
糸
過
去
１
年

以
内
の
も
の

※
公
職
者
と
し
て
の
行
為
や
、
町

内
会
な
ど
の
活
動
は
対
象
外
。

●
そ
の
他
　
書
面
で
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
６
月
に
開

催
す
る
安
城
市
民
憲
章
推
進
協
議

会
総
会
で
表
彰
状
を
授
与
し
ま
す
。

●
応
募
　
推
薦
書
を
持
っ
て
、
３

月
　
日
松
～
４
月
　
日
松
午
前
９

１９

２３

時
～
午
後
５
時（
休
館
日
を
除
く
）

に
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

※
推
薦
書
は
同
セ
ン
タ
ー
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
対
象
　
安
城
市
民
で
、
次
の
①

～
⑥
に
関
し
て
の
功
労
・
善
行
を

継
続
し
て
い
る
個
人
や
団
体

①
人
命
救
助
、
奉
仕
活
動
な
ど

②
交
通
道
徳
、
公
共
物
愛
護
精
神
、

　
そ
の
他
公
徳
心
の
実
践
普
及

③
環
境
美
化

④
青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防

　
止
な
ど

⑤
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
高
揚

⑥
子
育
て
・
家
庭
教
育

※
継
続
の
基
準
は
次
の
と
お
り
。

■問 
▼
文
化
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
５
１
５
）

７６

市
民
憲
章
の
ਫ਼
ਆ
に
΋
ͱ
ͮ
く
׆
ಈ
を
ද
জ
し
ま
͢

安
城
市
民
憲
章
実
践
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
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「
平
成
　

年
度
版
ご
み
カ
レ
ン

２３

ダ
ー
（
４
月
～
来
年
３
月
）」
を
３

月
下
旬
に
各
戸
へ
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、
以
前
に
配
布
し
た
「
家

庭
ご
み
と
資
源
の
分
け
方
・
出
し

方
早
分
か
り
ブ
ッ
ク
（
保
存
版
）」

が
必
要
な
人
は
、
清
掃
事
業
所
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 
▼
清
掃
事
業
所

（
緯〈
　
〉３
０
５
３
）

７６

　
バ
ス
で
市
の
施
設
を
回
り
、

見
学
し
ま
す
。
実
施
日
の
う
ち

１
回
は
個
人
で
参
加
で
き
ま
す
。

残
る
４
回
は
、
　

人
以
上
の
市

１０

内
団
体
が
対
象
で
す
。

●
実
施
日
　

個
人
革
５
月
　
日
１１

昌
　

団
体
革
５
月
　
日
昭
・
　

１２

２５

日
昌
・
　
日
昭
・
　
日
晶

２６

２７

●
見
学
施
設
　

個
人
革
あ
ん
ぱ

～
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
北
部
調

理
場
、
丈
山
苑
な
ど

※
見
学
施
設
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

団
体
革
出
発
場
所
や
希
望
施
設

を
お
聞
き
し
ま
す

●
定
員
　
各
　
人（
個
人
コ
ー
ス

２５

は
、
申
し
込
み
が
　
人
以
下
の
場

１０

合
は
中
止
）

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
外
在
住
の
人
は
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

●
参
加
費
　

個
人
革
　
円（
給
食

２３５

試
食
代
）の
ほ
か
施
設
入
場
料
　

団
体
革
見
学
施
設
な
ど
に
よ
っ
て

入
場
料
が
必
要

●
申
し
込
み
　
個
人
革
３
月
　
日
２２

昇
～
　
日
昭
午
前
９
時
～
午
後
５

３１

時（
　
日
松
・
　
日
掌
を
除
く
）に

２６

２７

電
話
で
秘
書
課
広
報
広
聴
係
へ

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
前
年

に
参
加
し
て
い
な
い
人
を
優
先

し
た
う
え
で
抽
せ
ん
。

団
体
革
は
が
き
に
希
望
日（
第
１

希
望
・
第
２
希
望
）、団
体
名
、
代

表
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

見
学
希
望
施
設
名
を
記
入
し
、
４

月
１
日
晶
ま
で（
必
着
）に
同
係

（
〒
　－

８
５
０
１
住
所
記
載
不

４４６
要
）へ

※
希
望
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
抽

せ
ん
。

市
の
施
設
΁
ߦ
ỳ
て
み
よ
͏
ʂ

「
施
設
め
ぐ
り
」参
加
者
募
集

■問 
▼
秘
書
課
広
報
広
聴
係

（
緯〈
　
〉２
２
０
２
）

７１

●
と
き
／
内
容
　
４
月
　
日
昌
～

１３

７
月
６
日
昌
の
毎
週
昌（
５
月
４

日
抄
を
除
く
全
　
回
）

１２

ク
ラ
ス
１（
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め

る
基
礎
的
な
英
会
話
）
糸
午
後
６

時
　
分
～
７
時
　
分
　

ク
ラ
ス
２

３０

３０

（
さ
ら
に
積
極
的
に
会
話
を
楽
し

み
た
い
人
向
け
の
実
用
英
会
話
）

糸
午
後
７
時
　
分
～
８
時
　
分

４５

４５

※
両
講
座
と
も
日
本
語
は
使
い
ま

せ
ん
。

●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
視
聴
覚
室

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

（
高
校
生
以
下
を
除
く
）

※
過
去
３
年
間
に
５
回
以
上
受
講

し
た
人
を
除
く
。

●
定
員
　
各
　
人（
定
員
を
超
え

３０

る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、

過
去
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
人
を

優
先
し
た
う
え
で
抽
せ
ん
）

●
受
講
料
　
各
４
０
０
０
円（
市

国
際
交
流
協
会
会
員
は
３
０
０
０

円
）

●
申
し
込
み
　
３
月
　
日
昌
　

ク

３０

ラ
ス
１
糸
午
後
６
時
～
６
時
　
分
、

３０

ク
ラ
ス
２
糸
午
後
７
時
　
分
～
７

１５

時
　
分
に
受
講
料
を
持
っ
て
市
民

４５
会
館
視
聴
覚
室
へ

●
そ
の
他
　
一
人
で
ニ
人
分
以
上

の
申
し
込
み
は
不
可
。
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
、
３
月
　
日
昭
か

３１

ら
市
民
活
動
課
で
受
け
付
け

-FU�T
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外
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
講
座

■問 
▼
市
民
活
動
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
８
）

７１

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

を
配
布


